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研 究 の あ ら ま し

研 究 主 題 を 「自 ら学 ぶ 意 欲 を高 め、 共 に楽 しむ音 楽 活 動 の工 夫 」 と設 定 し、 音

楽 の授 業 に関 す る ア ンケ ー トを実 施 した。 そ の結 果 、 ① コ ミュニ ケ ー シ ョン能 力

が 不 足 して い る こと、 ② 読 譜 力 を身 に付 け た い と思 って い る こ と、 ③ ポ ピ ュ ラー

音 楽 へ の 興 味 ・関 心 が 高 い こと、 ④ 日本 の音 楽 に関 心 が低 い こ と、 な どの実 態 が

分 か っ た。

そ こで 仮 説 を立 て 、 指 導 の方 法 と して、 ① コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン、 ② 自 己 表 現 、

③ 領 域 の 関 連 、④ 基 礎 ・基 本 、 の視 点 か ら仮 説 を検 証 す る た め の授 業 研 究 を4回

行 った。 研 究 が 深 ま る につ れ 、 課 題 も見 えて き たが 、 活 動 過 程 で 多 くの コ ミュニ

ケ ー シ ョ ンが 図 られ る よ う に な り、 人 間 関 係 が 深 ま る な ど生 徒 が 楽 し く生 き生 き

と活 動 し、 学 習 して い る様 子 が 見 られ る よ うに な っ た。
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研 究 主 題

自ら学ぶ意欲を高め、共 に楽 しむ音楽活動 の工夫

1主 題設定の理由

本研究員 は、生徒 が楽 し く生 き生 きと活動す る授業 を行 うたあ、様 々な視点か ら指導 の工夫

をす ることが必要 であ るということで共通理解 した。 そ して、人 とのかか わ りを大切 にす るた

め、音楽活動 を通 して認 め合 い、助 け合 う学習 の機 会を増 や し、 クラスで学 ぶ楽 しさを味 わわ

せ たいと考え た。

そ こで、研究主題 を 「自 ら学ぶ意欲を高 め、共 に楽 しむ音 楽活動 の工夫」 と設定 して、生徒

が主体的 に取 り組 む授業で、楽 しいと実感で き、成就感が もて るように研究 を進 めることに し

た。 そのために、音楽 の授業 に対す る生徒 の思 いや願 いを知 るア ンケー ト調 査 を行 った。

そ して 「認 あ合い助 け合 う学習 の場 を増 や し、一人一人 の表現 の工夫 を生かす とともに、読

譜 力を高 め、各領域 を関連付 ける授業 の展開 をすれば、 自 ら学ぶ意欲 を高 め、共 に楽 しむ音楽

活動がで きるだ ろう。」 とい う仮説 を立 て、仮説を検証す るため に授業 の工 夫 ・改善 に取 り組

んだ。

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

一人一人の

表現の工夫を生かす

一人一人の表現の

工夫を生かす

基礎 ・基本

領

域

相

皇
言

互

の

一蓋
一∋
§
ヨ
釜

読譜指導

一人一人の表現の

工夫を生かす
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皿 研究の構想図

研究主題

自ら学ぶ意欲を高め 共に楽 しむ音楽活動の工夫

◎主体的に学習に取 り組める

◎個を生かしっっ集団ならではの活動をする

検

証
授
業

-

り
山

0
0
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ミュー ジカル 「美女 と野獣」

言葉 を使 って音楽づ くりを しよ う

ミニ ・ミュー ジカルにチ ャレンジ

「日本 の音」 に親 しむ

実現のため の具体的な 取 り組み

音楽活動を通 して、互

いに認め合い助け合 う

気持ちを育てる。

(コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン)

生徒が自分か ら工夫

し、自由に表現 しよ

うとする意欲と活動

を支援する。

(自己表現)

領域相互の関連性

を大切にしなが ら

生徒それぞれの良

さを生かす。

(有機性)

リズム学習を中心

に、無理なく行え

る読譜指導の工夫

をする。

(基礎 ・基本)

認め合い助け合 う
一人一人 の表現の

各領域を関連付ける
読譜力を高める

学習の場を増やす 工夫を生かす 授業 の展開を行 う

調査研究

◆授業の楽 しい場面を探る

◆や りたいことは何か

理論研究

◆コミュニケーションを図る

◆読譜指導の工夫
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皿 研究の内容

1調 査 研究

く対象 人数>8校756名(1年 生244名2年 生256名3年 生256名)

〈実施 時期〉 平成10年7月

(1)音 楽の授業の中であなたは どんな場面 の時に楽 しいと思 いま したか?

〈 自分 自身 と して〉

① 新 しい曲や楽器 に出会 ったとき

② 練習 して うま く歌が歌 えるようになったとき

③ 練習 して うま く楽器が演奏で きるよ うにな ったとき

④ 音楽を聴 いて今 まで知 らなか った ことが分か ったとき

全学年 男女総合

8.4%

22.7%

①

7.4%

17.0%

② ③ ④

■ 思う

團 やや思う

口 あまり思わない

口 思わない

〈みんな で取 り組んで〉

①

②

③

④

合唱(合 奏)を みんな と合わせて うま くで きたと感 じた とき

「うまい」「上手」 と友達 や先生 に言われた とき

友達 同士 で教 え合 った り助 け合 った りしたとき

みんなの前 で発表(演 奏)し たと き

全学年 男女総合

①

9.0%

17.7%

②

8.0%

26,1%

③ ④

■ 思う

團 やや思う

口 あまり思わない

口 思わない

【考 察 】

全 体 的 に授 業 に楽 し く取 り組 ん で い る生 徒 が 多 い。 ま た、 合 わ せ る楽 しさ を感 じて い る

生 徒 は多 い が、 教 え合 う、助 け合 う経 験 に乏 し く、 そ の方 法 が よ く分 か らな い よ うだ。 み

ん な の前 で の発 表 は 、機 会 を増 や し自信 をっ け る こと で楽 しみ にっ なが って い くと考 え る。

一4一



② 必修教科の授業であなた はどんな ことをや り'たいですか。

楽譜を読めるようになりたい

ポピュラー曲を歌いたい

合唱を したい

ミュージカルやオペラの鑑賞

いろいろな楽器を演奏したい

クラシックを鑑賞 したい

外国語で歌いたい

世界のいろいろな音楽を鑑賞

リコーダーで演奏 したい

作曲 したい

指揮ができるようになりたい

日本の伝統音楽を鑑賞したい

日本の歌を歌いたい

日本の民謡を歌いたい

【考察】

予想 した以上 に 「楽譜を読め る

66
よ うに な りた い」 が 多 か った。 読

譜 指 導 に工 夫 を す る必 要 が あ る。

ポ ピュ ラー曲 に関心 が高 い ので、

授 業 に うま く取 り入 れ て い きたい。

鑑 賞 は、 ミュ ー ジ カ ルや オ ペ ラな

ど を好 み、映像 メデ ィア を通 して、

総 合 芸 術 を楽 し も うと して い る こ

とが 分 か った。

ま た、 日本 の音 楽 に関 心 が 低 い

ので 、 もっ と身 近 に感 じさせ た い。

0100200300400500600

(3)選 択教科の授業で あなたはどん なことをや りたいですか。

鑑賞

バ ンド演奏

合唱

作曲

ミュ ー ジ カ ル

器楽合奏

楽器制作

吹奏楽

その他

【考 察 】

上 記(2)の 必 修 教 科 の授 業 で は4

番 以 降 の鑑 賞 が、 選 択 教 科 の授 業

で は最 も多 い。 受 け身 の部 分 も多

少 あ るか も しれ な い が 、 関心 度 が

高 い。 バ ン ド演 奏 に も興 味 関心 が

高 く、 必 修 教 科 の ポ ピ ュ ラー 曲 へ .

の 関心 とっ な が って い る。 必 修 教

科 の授 業 で は、 ミュー ジ カル や オ

ペ ラの鑑 賞 、選 択 教 科 の授 業 で は

ミュー ジ カル に取 り組 み た い と考

え て お り、総 合芸 術 へ の 意欲 が感

じ られ る。

0100200300400500
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2理 論 研 究

(1>コ ミュニ ケ ー シ ョンを図 るた め に

前述 の ア ンケ ー ト結 果 に よ る と、 合 唱 や 合 奏 を み ん な で 合 わ せ て うま くで き た と き に

「楽 しい」 と感 じて い る生 徒 の多 い ことが 分 か っ た。 しか し、一 方 で は 、 人 間 関 係 が 稀 薄

で 、 友達 同士 で教 え合 った り助 け 合 った りす る経 験 に乏 し く、 その 方 法 も分 か らな い とい

う実 態 が 浮 か び上 が って きた。

音 楽 の授 業 にお いて は、 ク ラ ス全 員 に よ る合 唱 や パ ー ト練 習 、 グル ー プ で の ア ンサ ンブ

ル な ど、 一 人 で は な く、仲 間 と活 動 す る場 面 が非常 に多 い。友 達 同士 で、 コ ミュニ ケー シ ョ

ンを図 りなが ら、 互 い に認 め 合 い助 け合 って い くこ とが で きた な ら、 授 業 が よ り活発 で 楽

しい もの に な る と考 え、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの 図 り方 に つ い て研 究 を進 め た。

授 業 を開 始 して、 す ぐに学 習 活 動 に入 る と、 互 いに コ ミュニ ケ ー シ ョ ンが とれ ず 、 学 習

も思 うよ うに進 ま な い ことが あ る。 そ こで 学 習 活 動 に入 る前 に 、 簡 単 な遊 び や ゲ ー ム を行

い、 心 を解 放 さ せ る こ とが 必 要 で は な いか と考 え た。 そ の結 果 、構 成 的 グ ル ー プ エ ンカ ウ

ン ター の方 法 が 、 集 団 で の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンづ く りに効 果 的 で あ る こ と に気 付 い た。

グル ー プ エ ンカ ウ ン ター と は、 集 団 を 対 象 に して 、 互 い に助 け合 い支 え 合 う人 間 関 係 づ

く りを 目的 と した活 動 で あ る。 例 え ば 「鏡 に な る」 と い う手 を挙 げ た り、 首 を回 した りす

るな どの エ クサ サ イ ズ は、 教 師 の ま ね を生 徒 が す る、 ま た は リー ダ ー の まね を他 の生 徒 が

す る と い う活 動 で あ る。 この活 動 は簡 単 な もの で、 生 徒 か ら笑 いが こぼ れ、 ク ラス の雰 囲

気 も和 む。 この 手法 を歌 唱 の 姿勢 の指 導 に活 用 す る こ と もで き、 工 夫 次 第 で 様 々 な指 導 に

応 用 で き る。

コ ミュニ ケー シ ョ ンを 図 る こ と は、 人 間 関係 を っ く る基 礎 と と らえ、 エ クサ サ イ ズを行

う こ と に よ って 、教 師 も生 徒 も人 間 関係 を つ く る基 礎 を体 験 的 に学 習 す る。 ま た、 エ クサ

サ イ ズ を通 して 互 いの 個性 を 知 る こ とに よ り、 相手 を思 い や り、 気 遣 う心 が は ぐ く ま れ 、

よ り よ い人 間 関 係 が生 まれ る と考 え る。

以 下 は、 構 成 的 グ ル ー プ エ ンカ ウ ンター の 方 法 を取 り入 れ た実 践 例 で あ る。 授 業 の 導 入

と して 、 そ の 日の 授 業 内 容 に即 した もの を 、 明 確 な ね らい を も って取 り入 れ る と大 変 効 果

的 で あ る。

◎ グ ル ー プで の 人 間 関 係 づ く り(リ レー シ ョ ン)

○ 運 ぶ,:グ ル ー プで 円 に な り、教 師 が 指 示 した 物 を運 ぶ マ ネを す る リ レー。

〈 例 〉 「重 い物 を運 ん で くだ さ い。」

「赤 ち ゃん をそ っ と抱 いて 運 ん で くだ さ い。」 等

""=*P
.18の 指 導 事 例 皿で は、 生 徒 た ちが この エ クサ サ イ ズ を楽 しん で 行 っ

て い た。 グ ル ー プで 一 っ の もの を運 ぶ と い う共 同 体 験 に よ り、 チ ー ム
十

ワー クが で き、 そ の後 の グ ル ー プの リズ ム リレー(手 拍 子)も 円滑 に

で きた よ うに思 う。
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0パ ン トマ イ ム

○聖徳太子 は

だれ?

問 題 を グル ー プの代 表 者 に示 じ㌣"は じめ"の 合 図 に よ りパ ン トマ イ ム

で 班 員 に伝 え る。 早 くわ か った グル ー プの勝 ち。

〈 例〉 「突 然 雨 が 降 って きた。 困 った な あ。」 等

*P.18の 指 導事 例 皿 で は、教 師 が は じめ に見 本 を 示 し、 そ の演 技 に 教 室

内 が とて も盛 り上 が っ た。 は じめ は恥 ず か しさか らか 消極 的 な生 徒 も

見 られ た が 、 だ ん だ ん と気持 ち が ほ ぐれ 、演 技 へ の 抵抗 感 も薄 ま った

よ うに思 う。 受 け取 る側 が 「わ か って あ げ よ う」 と い う姿 勢 を もっ よ

うにす る た め、教 師 の 助言 も必 要 で あ る。 この エ ク サ サ イ ズ に よ り、

グル ー プ内 の仲 も よ くな り、 そ の 後 の ミニ ・ミュ ー ジ カル に 向 けて の

話 し合 い も活 発 に行 わ れ 、演 技 に も生 か され た と思 う。

'グ ル ー プで 代 表 者 を一 人 決 め
、他 の 班 員 は用 意 され た それ ぞ れ 違 う単 語

を 同 時 に言 う。 教 師 の 合 図 で一 斉 に始 め る。 代 表 者 は画 用紙 に 聞 き取 つ

た単 語 を 書 く。早 く聞 き取 った グル ー プ の勝 ち。

〈 例〉 モル ダ ウ、 ブル ダバ 、 ス メ タ ナ、 オ ー ケ ス トラ、 ビシ ェ フ ラ ト

*ど の班 もや る気 を 出 して 大 変盛 り上 が った。 「モ ル ダ ウ 」 の鑑 賞 の 授

業 で は、 前 時 の 復 習 と して 教 材 に関 係 あ る言 葉 を 問 題 と し、 ゲ ー ム感

覚 で 復 習 が で き た。 そ の後 の 鑑 賞 の 集 中 力 が 向 上 した と思 う。

〈 リ レー シ ョ ンを 行 って の 生 徒 の感 想 〉

・思 っ た よ り楽 しか った。 ・普 段 あ ま り話 を しな い人 と も仲 良 くで き た。

・新 しい グル ー プ をっ くっ た時 は不 安 だ ったけれ ど、 リレー シ ョンを した ことで グル ー

プ活 動 が うま くで き た。 ・友 達 の 意 外 な一 面 を 発 見 した。

・最 初 は恥 ず か しか った けれ どだ ん だ ん 体 を動 か した り声 を出す ことが平気 にな った。

・楽 しいの で 、 ま たや りた い。 な ど、 ほ とん どが 楽 しい とい う感 想 だ った。

この他 に も、2人 組 で互 い に肩 や背 中 を た た い て身 体 を ほ ぐす、 手 を つ な いだ り、 肩

を 組 ん で 歌 う、 手 や 足 を 使 って リズ ムの 模 倣 、 リズ ム に の って 肩 た た き な ど、 簡 単 に取 り

入 れ られ る もの が た くさん あ り、 ア イ デ ア の組 み 合 わ せ に よ り、 エ ク サ サ イ ズ の方 法 は多

数 あ る。

こ の よ うな リ レー シ ョ ンづ く りを 行 うこ と に よ って 、 ク ラスや グルー プの雰 囲気 も和 み、

互 い に仲 良 くな り、 認 め合 う関 係 も深 ま って くる こ とを 実 感 した。 た だ し、 これ らの 活 動

を 、 単 な るゲ ー ム と して 行 うので は な く、 真 剣 さを もって 実 施 す る こ と、 ま た あ くまで も

授 業 の導 入(10分 程 度)と して 取 り扱 い、 こ の リ レー シ ョ ンに よ って 学 習 活 動 が 円 滑 に 行

わ れ る よ う意 識 す る こ とが 大 切 で あ る。}",
、 覧

私 た ち教 師 は、 様 々 な コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの 図 り方 を 知 り、
,、

遊 びの要素を積極的 に取 り入れ なが ら授業 に生か して い くこと

が必要で ある。
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(2)読 譜}旨導

① 読譜指導 の意義

ア ンケー トの結果、多 くの生徒 が楽譜 を読 めるよ うにな り、 自分 の力で視唱や視奏が

で きるようにな りたい と感 じてい ることが分 か った。 しか し、実際 の授 業 にお いて は、

読譜 指導 が十分 に行 われていない状況 もあ り、生徒 自 ら視唱や視奏 を進ん で行 うことが

で きて いな いの も現 状であ る。

そ こで本研究 で は、読譜 力を音楽科 の基礎 ・基本 の一っ として とらえ、読譜力 を向上

させ ることによって、生徒一 人一人が 自己表現 力を高 め、 楽曲への取 り組 みが意欲 的に

なると考 え、読譜 にっ いての基礎的 ・基本的な内容 と段階 的指導 にっいて、具体 的な研

究 を進 めた。

そ して読譜力が向上す ることによ って、楽譜 を通 して音楽を表現で き、 自 ら表現の工

夫 を しよ うとする ことへつ なが り、生涯 にわ た って音楽 に親 しむ生徒が増え ると考 える。

② 本研究員の考える読譜力

ロ

「 蕨 で合唱や合奏をしたり・作曲や編曲をしたりするために必要な基礎的嗣

譜内容 につ いて示 した.

.音 符や休 符の長 さを理解 で きる.1

リズムの読一 「

旋律一 視奏一 「

・音符や休符の長 さを体得で きる。

・ハ長調 の楽譜を ト音譜表やへ音譜表で読 める。

・1#、 1bま で の楽譜 と臨時記号が意識 でき る。

」

例 え ば ・歌 唱 共通 教 材 の 「夏 の思 い 出」 な ど を 自分 で 歌 え る こと。

・器 楽 で は、#や レを 意識 し自分 の 力 で演 奏 で きる こ と。

・思 い浮 か ん だ旋 律 が どん な リズ ムな の か、 旋 律 の高 低 は ど うな って い る

の か が わ か る こ と。

③ 指導上の留意点

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

楽 しみ な が ら取 り組 あ る よ うに工 夫 す る こ と。

音 楽 ゲ ー ム な ど の活 動 も取 り入 れ なが ら行 うこ と。

#とbが っ いて い る こ とが 意 識 で き る こと。

鑑 賞 と表 現 との関 連 を図 りなが ら行 う こと。

生 徒 一 人 一 人 の習 熟 度 を評 価 しな が ら行 う こと。

授 業 の 中 で、1回15分 以 内 に お さ え る こ と。

長 期 に わ た って指 導 計 画 を立 て、 繰 り返 し行 う こ と。
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④ リズ ム につ い て の指 導 例 し

リズ ム の読 譜 力 を 向上 させ る た め に は、 段 階 的 に学 習 項 目 を理 解 す る こ とが 大 切 で あ

る。 そ して、 知 識 だ け で は な く身 体 で表 現 し体 得 で きる よ うに工 夫 して み た。

例

学 習 項 目 音 符 休 符 工 夫 や 留 意 点 な ど

第1段 階 テンポ感の体得 基準 となる拍を打ちなが らリズム遊びを実施。

」
四分音符 と八分音符を中心に、基準の速さの中

で音符を打っ。

♪ 」」」」_∫D〕_,、(∬L.)
L3」

第2段 階 言葉 と リズム 四分音符 四分休符 八分音符 八分休符の組

合 わせで ことばをあてはあてみ る。普通 の こと

♪」7
ばのほ とんどが表現 で きる。

♪」 ♪ ル ♪ 」刀 。..
ス カ ー ト ス キ ッ ブ トース ト

第3段 階 発音づけ

月
二分音符 付点二分音符 付点四分音符を中心

に第2段 階の音符の長 さと(タ ー)と なること

」.♪

∂

ばの違 いを感 じとる。

月 」.♪ 月刀 」
ぴ っ ち(カ ラスが)カ ー ッと とけいが ボーン
ちゃっぶ

第4段 階 休符の数え方 テンポを変えずにことばの間に入 り込む休符の

～
感 じをっかむ。短 くな って しまいが ちなので気

をっ ける。

～
・・いいかい ～ ま一だだ・ ～1貴 ・

一
(うん)(う ん)「 圏「

1と2と3と4と

第5段 階 16ビ ー トへ の 抵抗なく八分音符から十六分音符へ。十六分休

応用 符 を取 り入 れた応用。 初め はゆ っ くりの速 さか

♪ ダ
ら行 い、序 々に速 くしてい く。

」 刀 → 「日
Oo9

♪ 」♪ → ∫=「コ

第6段 階 シ ン コペ ー シ ョ ン 第2段 階 で行 った ことに、 タイを付 けた形の音

符 を学習 す る。

♪ヨ♪♪ ♪ 」,「)」
ぴょ ぴょ ん び ん

)

ノ)」2ノ ∫)」 ♪ 」
ぴょ ぴょ ぴょ ぴょ ん びん
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3授 業研究

【指導事例1】 題材名 「ミ ュー ジカ ル 『美 女 と野 獣 』」 第3学 年選択教科音楽

選択音楽 で、手づ くりの ミュー ジカ粥 こ取 り絹 んだ。ll月 の学叢発表 会を 冒指

ヤて・騨 ・衣装・美齢 ど・蜂 鰍 欄 誤観 な醐 つ ψ 上げた・つく

㌣土協 楽幣 姓 御 輝く姿観 ることカiできたゼ,・,"`・.t

1題 材設定の理由 と研究 との関連

表現活動 と しての ミュー ジカル は、歌 唱、鑑賞、器 楽、創作 の活動 に加 えて、 演劇 的な要

素 も取 り入れ るなど、教科の枠 を越えた総合的な学習 であ る。

この ことか ら、美術、舞踊、衣装 などが必要 とな り、美術科、体 育科、技術 ・家庭科 な ど

の協力 を得 なが ら、生徒 に自己の適性や個性を生かす活動の場 を設定 す ることがで きる。

ミュー ジカルを通 して、 自 ら学ぶ意欲を高 め、豊かな感動体験 を共有す ることがで きると

考 え、 この題材 を設定 した。

2仮 説検証 の視 点

1
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 自 己 表 現

一

指

導

目

標

生徒が、互いに協力し合い、

手づ くりの舞台をつ くり上げ

ていく態度を育て、感動体験

を共有させる。

舞台芸術の美 しさを味わい1舞

なが 猿 現させる。1踊 、

自らの適性と個性を生かす。 の各

俵現

コ

領 域 の 関 連 」
[

舞台芸術 として、美術、舞}

1踊 、翻 などの要素を、音剰

表現 させ る。

各部門での役割を自覚して、
評
協力 し合い、助け合 って活動価

の していたか。

観 互いの良 さを認める態度が

点
育 っているか。

自らの適性や個性を理解 し

嗣
各要素 と各領域が有機的に1

[

て役割を分担 し、進んで練習 結び付 くことで、多様な表現}
9

を行い、自分なりの表現をし1活 動ができたか。

よ うと してい るか。

各部門のリーダーを中心に、

指 組織的に準備作業を行 う。

導 毎時間の最初には
、必ず全

上 員
で 「美女 と野獣」のテーマ

の

曲を歌い、全員の心を一っに工

夫 する。

舞台で演 じる役割以外にっ

いても、生徒の麗 や個性に 脇 部Fr(美 鰍 技術科)」

財 顧門諏
配慮する。

生徒の自主性を尊重すると

ともに、自分の考えが表現で

きるように、教師が適切に支

援する。

衣装部門(家 庭科)の 相互の

関連を図りながら準備を副

るように、各教科の教員 との[

1
連携を密にす る。1

[
⊥
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3生 徒 の反応 と考察

ミュ ー ジ カル に 取 り組 ん で(発 表 会 後 の生 徒 の ア ンケ ー トよ り)

① 楽 し く取 り組 む ことが で きた100%② ま たや って み た い100%

③ 友達 と協力 し、助 け合 うことができた89%④ 自主 的 ・意 欲 的 に活 動 で きた74%

(1)コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの視 点

「友 達 の意 外 なや さ しさ を見 た。」 「演 技 練 習 もみ ん なで 話 し合 って 協 力 して い た。」 「普

段 あ ま り話 さ な い人 と も話 す き っか けが あ り、友 人 の輪 が広 が った。」「自分 の仕事 を手伝 っ

て も ら った り、 他 の仕 事 を 手 伝 った り した。」 「練 習 は大 変 だ った が 、 み ん な で ど うす れ ば

い いか を話 し合 って 完 成 した ので うれ しか っ た。」 な ど、 歌 や演 技 練 習 、 道 具 類 の 作 製 な

ど を通 して 助 け合 い、 協 力 して い る姿 が 見 え た。

この活 動 を 通 して 、 自分 が 必 要 と され て い る と い う意 識 と と もに、 互 い に協 力 す る こ と

の大 切 さが 分 か って き たの で は な いか と思 う。 そ の 中 で 、 多 くの 生 徒 が友 達 の 良 さを 発 見

し、 準 備 の 過 程 で つ くり上 げ る こ との 楽 しさを 感 じて い る。 そ して 、 生 徒 同士 の か か わ り

合 いが 深 ま る につ れ 、 自主 的 に活 動 す る意 欲 が 高 ま って きて い る こ とが 分 か っ た。

(2)自 己表 現 の 視 点

「もっ と効 果 的 な 照 明 の 演 出 を しよ う と工 夫 した こ と。」 「み ん な で 振 り付 けを 考 え 、 動

きが そ ろ う よ う にな った こ と。」 「歌 や 演 技 が 上達 して い くこ とや 、 大 道 具 な どが だ ん だ ん

で きて い くの も楽 しか った 。」 「目立 た ぬ 所 で頑 張 って い る人 を 見 て、 私 も頑 張 ろ う と思 っ

た。」 な ど、 キ ャス トの み な らず す べ て の生 徒 が 、 自 らの個 性 や適 性 を 生 か そ う とす る 場

面 が 多 く見 られ 、 自分 を 表 現 す る こ とへ の 自信 が深 ま って きた よ うだ。

(3)領 域 の 関 連 の 視点

「新 しい 自分 や可 能 性 を 見 っ け る こ とが で きた の で 楽 しか った。 これ を ス テ ップ に どん

どん挑 戦 して い きた い。」 「いい経 験 だ った と思 う し、 舞 台 とい う空 間 の 中 で 自分 が 歌 った

り、 踊 った り して い るの が ス ゴ ク楽 しか った。 や って み て よ か った。 舞 台 が終 わ った と き

感 動 した。」 な ど、 総 合 的 な学 習 の効 果 が で た と考 え る。 別 々 に進 行 して い った 多 様 な領

域 が、 舞 台 とい う場 で ひ とっ に な って結 び付 き、 そ こで生 徒 た ち は感 動 とい う成 就 感 を 味

わ う こ とが で きた。

(4)ま と め

自 ら学 ぶ 意 欲 を高 め、 音 楽 活 動 を共 に楽 しむ た め に 「ミュー ジカ ル」 は効 果 的 な題 材 で

あ る こ とが 分 か った。 しか し、 準 備 の最 終 段 階 に な って授 業 の時 間 だ けで は足 りな くな っ

て しま い、 「も う少 し時 間 が 欲 しか った 。」 とい う生 徒 の声 が数 多 く聞 か れ た。 この活 動 は

長 時 間 に わ た るた め、 教 師 が各 部 門 の進 行 状 況 を常 に把 握 し、 活 動 計 画 の調 整 を す る た め

の助 言 を適 時 に行 う こと が必 要 で あ る と感 じた。

最 初 は あ ま り意 欲 的 で な か った生 徒 が、 発 表 会 を終 え て 「楽 し く取 り組 め た。」「またや っ

て み た い。」 と変容 して きた。 この こ と こそ が 「ミュ ー ジカル」 に 取 り組 ん だ 大 き な成 果

と言 え る。
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4学 習の実際

ト

ー
1,il
}.1

トi

回
口

「丁「 寅π疲 部

儒
門]二 麺 壷麺 二 「至ζ装一部P9-一コ

① 演目の決定 選択教科授業の翫 あらか じめ ・・一ジカルに取 り組む一

② シナ リオの完成 ・

③ キ ャス ト決 め …・

④ 各部 門の活動 ・…

計画作成一

とを示 してお く。1

-`一一●2名 の生徒が担当 し・取咄 ずたい場面 は演技部門の生徒で相i

談 した・1

… ・・歌
、 演 技 、 せ りふ の オ ー デ ィ シ ョ ンに よ り決 定 す る。{

　

☆ ほ とん どの役 に複数の生徒がエ ントリーして、熱気 のあるオー1

デ.シ 。ンとな 。た。1
　

…・・本番の舞台での役割の他に、準備段階でも生徒の適性や個性に}

合わせ、3っ の部門の_つ に所属する。1
__ニ ー

口 練習する.1
　 　 　

ll♪ 美女と野獣1(歌 唱)1

■ ☆毎時間最初にテーマ曲をi

i㌦ 繍 う.1
■ ☆鵠 徽 せりふの練i

i月}習 をする・1

llI

レ 歌唱とダ・スの励 付けを ト 演技部門と相談 しながら必要 レ キ・ス トの衣装 は・演技綱

7

月

1♪ 朝の風景2(歌 唱)

隊笹蕪
降繍 ド
「

な大道具や小道具について考i

え、部門内で分担を決めて作}

製す る。1

☆瓢 ①絵酷 ②圃

具班、③大道具班 に分かれ、〕

1

ゆ 絵画班

i

l野 獣の城、図書館の3場 面翻
　 　

1美 術科教員の鋤 を得て作製

!す る。l

l串i

1♪ 強いそ ガス,ン

☆歌唱 と街の娘の ダ ンスの1

振 り付 けをす る。

1♪愛のめばえ(歌 唱)
_L__________

互 いに協力 しなが ら作製 し

た。

厚地 の画用紙16枚 をガムテー

プで貼 り合わせ、街 の風景、

磐事
o⑤ 雫 魂。7ノ 〉 恥

・演ず る生徒 の採寸 を行 い、

L

.、乞i

割

i
l一

門 と相談 しなが らデザ イ ン1
　

を決 め る・1

☆ キャス ト衣 装の デザイ ン1

画を描き、作る衣装を決1

ある。l

l

生地の色・素材や必要量をi

ま とめ、付属 品 とともに購[

　

入 す る。i

T
「

りo

iO

6担当者を決めて識 断・籍

製などを行 う・作業は家庭i

科教員の協力を得て、家庭1
　

科 室 で行 う。1

____」
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9

月

10

月

演 技 部 門

♪一人 ぼ っちの晩餐会

☆歌 唱 とウエイ トレス とウ

エイ ターの ダ ンスの振 り

付 けをす る。

♪夜襲の歌

☆歌唱 と城の住人のせ りふ

と演技の練習 をす る。

・場面を区切 りなが ら、読み

合わせと立ち稽古を行 う。

☆美術部門 と衣装部門 との

連絡を密にす る。

・舞台練習 までに、音響係 と

の打 ち合 わせ をする。

・10月 の第1週 までに、照 明

プ ランを完成 し、照明係 と

打 ち合 わせをす る。

☆照明係は、舞台上やスポ ッ

トとの息 が合 うまで練習

をす る。

美 術 部 門

②小 道具班

朝 の風景(花 、 野菜、 パ ン、

買い物か ご等)、 西 の塔 のバ

ラ、魔法の鏡、晩餐会(大 き

なナイフ、フォーク2本 ずっ)、

魔女の杖な どを作製す る。

匝}.偽 曾ラ
lt'tη 削

5,N

ち轟 ⑱.も

幅 臨

③大道具班
嚢

野獣 の城 の牢屋や ベルの家 の

ドアを作製 する。

☆牢屋 と ドアにっ いては何度

も話 し合 い、工夫 を重 ねて

作 った。

㌔ ④
下 尊

a◎ 一ζ
P

衣 装 部 門

☆ ル ミエール、コグスワーズ、

ポ ッ ト夫人、 チ ップにっ い

て は、美術部門 と協力 して

作製 した。

(ル ミエール ・チップは段ボー

ルを利用 した。 コグス ワー

ズの手 を工夫 し、 ポ ッ ト夫

人 のスカー ト部分 に針金 を

入 れてかな り苦労 した。)

*10月 第2～ 第4週 の授 業で は、体育 館 に

て舞台練 習。各部 門は準備を終えてお く。

*舞 台で は、演技 ・音響 ・音楽 ・照明 に分

かれ、演技部門の リーダーが全体の演出

を行 う。

峯

霧

き

嫉
懸

灘

11月 上旬 に、学芸発表会 にて発表す る。

寒

構 叢灘灘 乳
硝
晒

籔 二 難罎 ∵ 一 ・
弩

額 ∵幽
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【指導事例ll】 題材名 「言葉を使 って音楽づ く りを しよ う」(創 作) 第1学 年

各 ペ ァで、 自分 たちの好 きな分野 か ら共通点 を探 しテ ーマ を決 め、 その テー

マに関連 した蓄葉 を集 めて、交通 標語 の よ うな調 子 の よい書葉 の組 み合 わ せ を

つ くる。[そ無を リズ ム符 に直 し、パ ソコンで音程 を付 けて簡単 な曲 をつ くった。

1題 材 設 定 の 理 由 と研 究 との 関連

創 作 活 動 は、 演 奏 や 鑑 賞 な どの 音 楽 的経 験 と深 くか か わ りな が ら行 わ れ る こ とが大 切 で あ

る。 そ して 、 生 徒 が 興 味 や 関心 を 示 す 創 作活 動 を 行 うた あ に は、 身 近 な言 葉 を使(・、 言 葉 の

リズ ム を音 符 や 休 符 に表 す ことか ら始 め る こ とが 効 果 的 で あ る と考 え た。 ま た 、 楽譜 を す ぐ

に演 奏 で き、 演 奏能 力 に差 の生 じな いパ ソ コ ンを 活 用 し、基 礎 的 な 読譜 力 を伸 ば す こ と もね

らい と した。

そ こで 、 創 作 過 程 や 作 品 発 表 会 で の 相 互 評価 を 通 して 、互 い の 意 見 を交 換 し、 良 さを 認 め

合 う こ とに よ り、 自分 た ちで つ くった と い う成 就 感 を 味 わ う こ とが で き る と と も に、 リコ ー

ダー で演 奏 した り、 鑑 賞 し合 った りす る こ とで 、 自 己表 現 力 を 高 あ る こ とが で き る と考 え 、

本 題 材 を設 定 した。

2仮 説検証 の視点

「一「「一一一 一 一 「「 一一=」 一一一一一一
一一一「一 一

1盤糠墾 灘 繊 灘1}　}
L-_ご 竺4」 蝉 璽 関illl.-L読謝 聾 一_

締 鶴 勲 膿 鞭li灘 二霊課綴li
作品の聴 き合 いを通 して、1ま た、舳 のプ ・セス1る ・とによ り理解1が で きるよ うにな 。たlIの

鷹擁 欝 隈纒沸燈 こ窒 墾 魍
指

導

上

の

工

夫

必ず しも仲の良い桐 表現・デ・アとして1

士ではない二人組で制作 レ・ソコンを活用する。

分に行い・意思の疎酬 易にすることで・楽 し1愛 着を深められる1な ものとする・

さを演 出す る。

をす るが・話 し合 いを+1ま た・ リズム伴奏 を容 とで・曲 に対す る1て ・ リズム表言己を身近

L

図 ることがで きるよ うに

す る。

_⊥__一_._

1

自分でつく・て担 本語の言葉が本剰

自分で演奏する・酔 一 ム翻

ii

iilよ うにす る・

1 _」__一 」
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3生 徒 の反 応 と考寮f't

(1)コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 視 点

「友達 に質 問 され て、 ドキ ドキ した 。」 「友達 に教 え てあ げて、先 生 にな った気分 が した。」

「近 くの人 が 優 しか った。」 「前 よ り仲 良 くな った。」 「友 達 の新 しい 面 が 見 え 、 今 ま で 以 上

に親 し くな れ た 気 が す る。」 な ど、 制 作 の途 中 に生 徒 同士 で多 くの コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンが

存 在 して い る こ とが わ か っ た。 また、 「発 想 が お も しろ い子 を発 見 で き た 。」 「男 子 も意 外

にで きて い た。」 「○ ○君 の 音 程 の セ ンスが す ご い と思 っ た。」 な ど 、 ク ラ ス メ ー トの 新 た

な一 面 を発 見 で きた生 徒 も多 くいた。

この授 業 で は、 パ ソ コ ンを 通 して、 よ り身 近 な友 達 と協 力 しな が らコ ミュニ ケ ー シ ョ ン

を 図 る こ とが で きた こ とが 大 きな成 果 と いえ る。

② 自己表 現 の視 点

「一 人 一 人 が 違 う曲 で 楽 しか った。」 「も と もと音 楽 は好 きだ った け ど、 っ くるの が 面 倒

と思 って い た。 しか し実 際 っ くって 楽 しか っ た。」 「作 曲 を ま た した い 。」 と い うよ うに 肯

定 的 な意 見 が 多 数 あ った 。 ま た、 「メ ロデ ィーが 、 た く さん あ る こ と に気 付 い た。」 「音 楽

を つ くる難 しさが わ か った 。」 な ど、 音 楽 に対 して の と らえ方 に変 化 が 見 られ 、 表 現 へ の

意 識 が 高 ま って き た よ うだ 。

(3)領 域 の 関 連 の 視 点

リコ ー ダ ーで 演 奏 した後 の感 想 で は、 「も っ と簡 単 な メ ロデ ィー に す れ ば よか った。」 と

言 いな が ら、 自分 た ちの っ く った曲 を 演 奏 す る態 度 は普 段 以 上 に楽 しそ うで あ り、 創 作 に

対 す る さ らな る意 欲 が 感 じ られ た。

既 成 の 楽 曲 に対 して は、 模 範 的 な 演 奏 な ど に よ り、 そ の楽 曲 の イ メ ー ジが 示 され て い る

ため 、 自分 な りの 表 現 方 法 が で きな い こ とが あ る。今 回の学 習 を通 して、 自分 た ちの イ メー

ジを 膨 らませ 、 伸 び伸 び と表 現 して い る様 子 が 見 られ 、 鑑 賞 して いて もそれ ぞ れ の演 奏 を

認 あ 合 う態 度 が 育 っ た よ うだ 。

(4)読 譜 能 力 の 視 点

「少 し読 め る よ うに な っ た気 が す る。」 「楽 譜 が 読 め て うれ しか っ た 。」 な どが 多 くあ る

もの の 、 「あ ま り変 わ らな い。」 「読 め るよ うに な った と は思 え な い。」 な ど の意 見 も少 な く

なか っ た。 読 譜 力 の 向 上 は、 生 徒 の 興 味 ・関 心 を失 わ せ な いで 、 継 続 的 に指 導 す る ことが

大 切 で あ る。 今 回 の 授 業 で 、 パ ソ コ ンを 活 用 しなが ら、 教 師 の援 助 を あ ま り受 けず に音 符

や 休 符 の 組 合 せ を表 す よ う に な った こ と は今 後 に期 待 で きる と感 じた。

表 現 メデ ィ ア と して の パ ソ コ ンの 長 所

① 演奏能力や読譜能力の差 を僅少 にす ることがで きる。

② 自分で書 いた(入 力 した)楽 譜を実際 の音 と してす ぐに確認で きるので、楽譜 を感覚

的 に見て い く能力の向上が図れ る。

③ フ ィー ドバ ックが速 いため、失敗 して も短時間 に何度で もや り直 しがで きる。

④ 制作過程や発表会で、生徒同士の聴 き合 いが容易で ある。
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4学 習の実際

学 習 活 動「「一一 「『一
1テ ーマ決め と言葉探 し ト サ ・カー・ テ レビゲーム・ キ ・ラクターな ど1

。各 ペアで相談 を して 自分た ちの共通点 を探

し、 テーマを決め る。

.緊 そのテーマに関連 した言葉を考え

陣

トー1
あ らか じめい くっかの例 をあげてお く.1

・話 し合 いの時離+分 に取 り、 お互 ・・の共創

、鐵灘 談1::騙;灘奪到
いく。1

i2調 子のよい言葉の組み合わせI

l'鞭 華二瀞 驚 款酬
牛 ⊥ ヨ

ト 次のような法則を・あらかじめ教えておく■

「

てどんな組み合わせがよいのかしっかり理解}

させる。1

3言 葉を音符や休符で表す

・できた言葉の組み合わせを音符や休符で表1

して リズム譜をつ くる.今 回使 うのは、,J

分甑 四分gre.八 分休符のみとする.ll

〔ター〕な ど長 い音 → 」

〔タ 〕な ど短 い音 → ♪

〔ッ 〕な ど詰 まる音 → ツ

例えば 「スケー ト」 → ♪ 」 ♪

「ラヶ。ト」 →Jrコ 。 ♪

4伴 奏選びをする 「

・簡単なリズムとべ一スの入った伴奏パタ」

ン撫 、ol

._________」

・ポ ップ スの リズムを活用 して、 楽 しさを演出1

す る。

ト ー一 一 一 一 一 一 一一一 一 一 一 十一 一一 一 一一 一一 一 一 一 一 一 刊

1
'

1

5パ ソコンに入力 して音程をつ ける

・音符 をパ ソコ ンに入力 して、音程をっける。

さ らに、楽器 を選ん で、旋律 をコ ピー して

16小 節 の曲 を完成す る。一
6発 表会

・できた曲をクラスで発表 し自己評価と相互

評価をする。

隔

・パ ソコ ンの操 作に は簡易マニ ュアルを用意す

る。

・机間指導を して個別 にア ドバ イスを行 う。

州
・他のペ アの良 さに注 目させ る。

・自分 たちとの違 いを楽 しませ る。

i7自 作自演 ド 自分たちのつくつたメロディを自分たち嫡L二墜 たちの曲を})=一ダーで演璽 狂 」

.
奏させることでより理鱗 深めさせる・1

一
一16一



ペ ア を 組 ん だ ○ ○ さ ん と △ △ さ ん の 活 動 の 様 子

アーマ.良 へ 物

・徐々に会話 も増 え、 関連 す る言葉 は
→

た くさん書 けた様子

・様 々な試行錯誤 の結果、次 のよ うに決定 した。

ステ ーキ シ㌧ 一 「こ

ザこ も ①1ミ

・二人 で協力 して音符化 に成功 した。

・初 め はよそよそ しくて会話 も少 な く、 「いやな授業 だな」 とい う雰 囲気 があ る。

・よ うや く会話 を始 め るが、 どうも共通点 が見 っか らない様子 で、 まだ雰 囲気 が堅 い。

・ 「好 きな食 べ物」 とい うの はどうか、 とい う教 師の ア ドバイスを受 けて テーマ決定。

a・Sコ つ 一}・ 一〈 〉・"'SaxtrL・.こ ～h蹴 私 櫨 べ』_叉9't・llk .]m。 う.厩 痴

灘灘雛鎌 雛
ク1ご ぱ ん 〉

し 而 う ま、＼〉 オ=、イ コ ーKコ ー一

ス テーキ シチューに く りご はん に も の にシュウマイ

・リズムは全部で6種 類 あるので、一応全部聴 いてみ る。

初め に くらべてず いぶん仲良 く楽 しそ うに して いる。最

終的 にはボサノバ の リズムを選んだ。

・パ ソコ ンを使 って音を確認 しなが ら、 リズム譜 に音程 を

つ けて い く。 仲良 くや って いる。

爾

、離

.雛
駕

㍉

冤轟

転
『
難

・

騒

ホ イ コ ー ロ ー

鋤

魯

・恥 ずか しさもあ ったよ うだが、 うま く発表 で きた。

・発表後 の感想 には、 「楽 しか った。 またや りたい」 「男子

も意外 とうま くで きていた」 な ど前 向 きな意 見が多 く書

いてあ った。

・二人 とも リコー ダーはあま り得意 ではないが、今 まで以

上 に真剣 に練習 に取 り組 んでいた。

司

譜

・
、
・

蟹

㎝難
臓

、灘
毒

.}

錨

評
稲 、
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【指 導 事 例 皿】 題 材 名 「ミニ ・ミュー ジカ ルに チ ャ レンジ」(エ ー デル ワイ ス) 第1学 年

クラス磯 瀦 ごと解 レ デル㍗ ス漣の解 合郵 即 繍 罵・「控 ン

ド・ズ,ブ.・ミユヅ ・ク」で・硲 齢 歌憩 賜 酸 瀬 セ・即 ふが ド
`亡よ 砂衷 親tだ 。 合 箋 毒、"

1題 材 設 定 の理 由 と研 究 と の関 連

工 一 デ ル ワイ ス は、 旋 律 の美 し さか ら歌 唱 表 現 で 取 り扱 われ る傾 向 が あ る。 こ こで は、 ア

ル トリコー ダー に親 しみ なが ら、 グ ル ー プ学 習 で 打 楽 器 な ど も加 え、3拍 子 の リズ ム読 譜 も

学 習 す る こ とに した。 また この 曲 が、 ミュ ー ジカ ル の どの 場 面 で 演 奏 され て い るか を 知 り、

そ の情 景 を劇 で表 現 し、 多 様 な表 現 活 動 を通 して生 徒 の 心 の内 面 を 引 き出 す こ と も大 切 と考

え た。 そ こで合 奏 や劇 に よ る 「ミニ ・ ミュ ー ジカ ル」 の取 り組 み を グル ー プで 行 い、 創 造 性

や個 性 を 多面 的 に発 揮 させ 、 互 い に助 け合 い認 め合 う気 持 ち を育 て 、 共 に音 楽 を っ くり上 げ

る喜 び を体 験 す る こ とを ね らい と して本 題 材 を設 定 した。

2仮 説検証 の視 点

1コ ミ
ュニ ケ ー シ ョ ン}自 己 表 現 領 域 の関 劇 読 譜 指 導!

賭
標

指レ
グループ活動を通 し

1て交流を深あ・助 け合

う気持ちを育て、鑑賞

し合うことで、良 さを

認ある態度を育てる。

して、 自分 の役割 を認

識 させ、 自分 な りの表

現 を させる。

三拍子のリズムカコ多様壊 現繭 樋i合 奏や劇を通して、

Ill

諜 蝋 演劇の1ド を見ながら手拍子で

「

要素 を体験 させ、作1リ ズムを打 ち、音符 や

品の理解を深ある.1休 符に慣れさせる。

1

評

価

の

観

点

交流が深 まり助 け合

う気持ちが育ったか。

鑑賞 し合 うことで、

互いの良 さを認ある態

度が育ったか。

自分の役割繍Ll多 顯 購 が

友達 と協力 して活動で

き、 自分なりの表現が

できたか。

で き、作品 に対 する

理解が深 ま ったか。

リズ ムカ ー ドを見 て、

三拍子のリズムを打「

ことが で き、音符 や休

符 に慣 れたか。

指

導

上

の

工

夫

授 業の最 初 に、 クラ

ス全 体や グル ープ ごと

に、 リレーシ ョンを行

い、心を ほぐ し、 互い

に協力 し合え る雰囲気

をっ くる。

1

合奏;自 分の興味や

能力に応じて、楽器を

選択する。

劇;小 道具やせりふ

をグループで工夫する。

ミュージカルの鑑

賞や多様な表現活動

をすることにより、

生徒の幅広い興味や

関心を引き出す。

一

リズムカー ドを用 い、

楽譜 に視覚で慣 れる。

グループ内で リズム リ

レーを行 い、拍子感覚

}を養う・}

ll 一
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3生 徒 の 反 応 と考 察

(1)コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの 視 点

「や っぱ りみ ん な で 合 奏 す るの は楽 しい。」 「い つ も生 活 して い る人 た ち とい ろ い ろ練 習

して 楽 しか っ た。」 「自分 た ちの ペ ース で 練 習 で きた の で や りが い が あ った 。」 な ど、 個 人

で はな く、 集 団 で の取 り組 み に満足 した生 徒 が 多 か った。 また、 「あ の 班 の 合 奏 は よ くま

と ま って い た。」 「あ の人 の 演技 は上 手 だ った。」 な ど、 他 を認 め る感 想 も多 数 あ っ た。 今

回 の グル ー プ学 習 で は、 リ レー シ ョ ンづ くりの た め に集 団 ゲ ー ム を取 り入 れ、 互 い に協 力

し合 え る雰 囲 気 を っ くった上 で の取 り組 み だ った た め、 生 徒 同士 の活 動 が深 ま った よ うに

感 じた。

(2>自 己表 現 の視 点

合 奏 で は、 「自分 が で き る楽 器 を選 べ たか らや る気 に な っ た。」 「自分 のパ ー トが う ま く

で きた の で よ か った。」 「打 楽 器 は単 純 で や る気 が しな か った け ど、 い ろ い ろ工 夫 した らだ

ん だ ん面 白 くな った。」 な ど、 意 欲 を もち 自分 の 役 割 を果 たせ た こ と へ の満 足 感 が あ った

よ うだ。 劇 で は、 「演 技 を す る の は恥 ず か しか っ た け ど、 表 現 の 方 法 を み ん な で 考 え る の

は面 白 か った。」 「同 じ役 で も違 うや り方 が あ る もの だ と思 った。」 な ど、 演 技 を す る こ と

に恥 ず か しさを感 じる反 面 、 表 現 活 動 へ の興 味 を示 す生 徒 も多 か った。 ま た、 少 しで も素

直 な 自己表 現 を させ るた め に は、 自分 が周 りに受 け入 れ られ て い る意 識 が もて るよ う、 日

頃 の人 間 関係 の育 成 も大 きな ポ イ ン トで あ る と実 感 した。

(3)領 域 の 関連 の視 点

多 様 な表 現 活 動 を行 う こ とで、 ど の生 徒 もいず れ か の場 面 で活 躍 す る機 会 が あ った よ う

に思 う。 「授 業 で い ろ い ろ な こ とが で き たの で 飽 きな か っ た。」 とい う感 想 もあ ったが 、 生

徒 に幅 広 い体 験 を させ て活 躍 で きる機 会 を増 やす こ とに よ って、 作 品 が よ り身 近 な存 在 に

な り、 作 品 に対 す る理 解 が深 ま った よ うに感 じた。

(4)読 譜 能 力 の視 点

今 回 は三 拍 子 の リズ ム打 ち に重 点 を お い た。 基 本 的 な音 符 や 休 符 の 組 み 合 わ せ の た め 、

ほ とん ど の生 徒 が カ ー ドを見 なが ら抵 抗 な く取 り組 め た。 理 論 だ け の指 導 で は な く、 リズ

ム カ ー ドを使 用 す る な ど、 生 徒 の興 味 を 引 き出 し継 続 的 に指 導 す る こ とが 大 切 で あ る と感

じた。 今 回 は音 符 や 休 符 の長 さ の割 合 の理 解 に と ど ま ったが 、 今 後 は音 程 の指 導 に も広 げ

て い き た い。

顯

欝

控

餐

㍗

憩

〆

槻罎蝉

∴

鶏
一
蓋
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4学 習 の実際

リ

レ

ー

シ

ョ

ン

づ

く

り

)1

ズ

ム

練

習

曲

の

練

習

学 習 内 容

・曲 に合 わ せ て肩 た た き

・ス キ ンシ ップ

・こ とつ て リ レー

・パ ン トマ イ ム クイ ズ

・運 ぶ

*ク ラス全体や グループ ごとに楽 しみな

が らゲームな どの活 動 に参加 し、互 い

に打 ち解 け、協力で きる雰 囲気 にな る

よ う心が ける。

・リズムカー ドを用い、三拍子 の リズムパ ター

ンを手拍子 で打つ。

・リズムパ ター ンを組 み合 わせ、 リズム打 ち

を行 う。

・グループ内で、 自分 で考 えた リズムパ ター

ンを リレー形式 で打 っ。

生 徒 の 反 応 と 評 価

・楽 しみなが ら活動 す る生徒が多 く、生徒同

士の きず なが深 まった。

・表現活動 の動機付 けにな った。

・パ ン トマイムなどの表現が苦手な生 徒 も リ

レー ションが進 むにっれ、 グル ープ の雰囲

気 が和 み、次第 に表現 できるよ うになつて

い った。

(相手 の ことをわかろ うとす る気持 ちを も

たせ る指 導が必要 である)

〈 リズムカー ド〉

・リズムの組み合 わせを替えると興味をもち、

面 白が って練習 した。

・リレー形式 による リズム打 ち は、拍子 を取

りなが ら行 うとや りやす いようだ。

・リズムカー ドを見 なが ら行 うため、三拍子

の感覚 に早 く慣れ るとと もに、音符 や休符

の理解が深 ま った。

・ 「エー デ ル ワイ ス」 の2っ の旋 律 を ア ル ト

リコ ー ダー で練 習 す る。

・アル トリコーダー にあま り慣 れていないた

あ、主旋律 はソプ ラノ、 アル トの どち らの

リコーダーで もよいことに した。

・副旋律 は動 きが少 ないため、 ほとん ど生徒

が アル トリコーダーで吹 けた。
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グ

ル

1

プ

活

動

発

表

[合奏]

・グループ内でパ ー トを分 け練 習す る。

① 主旋律 のパ ー ト(ア ル ト・ソプ ラノ)

② 副旋律のパ ー ト(ア ル ト)

③打楽器(ト ライア ングルなど)

④ ピァノ伴奏(希 望者のみ)

[劇]

・ 「サ ウン ド・オ ブ ・ミュージック」の中で、

この曲が 出て くる場面 の状況 をせ りふ カー

ドを配付 して説 明す る。

・マ リア、大佐、子 ども役 を分担 して行 い、

せ りふの読 み合 わせを行 う。

・振 り付 けな どの相談 を して、 練習を行 う。

・小物類を工夫 して作製 す る。

・劇 と合奏 の発表(ミ ニ ・ミュー ジカル)

・鑑賞 して いる生徒 は、発表 しているグルー

プのよい点 を見 っけ、学習 カー ドに記入す

る。

・自分 たちで楽器 を選択 させ たので、積極 的

に練習 す る生徒 が多 か った。

・グループ内で互 いに教 え合 い、助 け合 って

いた。

・せ りふ は、生徒 たちが ア レンジした。

・最初 は、表情が乏 しい読 み方 であったが、

だんだん表情豊 かにな った。
.
・振 り付 けな どの表現 は、実際 に演技 す ると

難 しそ うであ った。

・付 けひげ、 リボ ン、 あがね、 かっ らな どを

よ く工夫 して作 って いた。

・劇 は、初 めて の試みの ため、十分 に表現で

きない部分 もあ った。

・合奏 は、バ ランス もよ く、打楽器 も効果的

でよい演奏 であ った。

一 〇ミュー.ジカルにチャレン・門

コモロ ユリるはロ のなどち らぐもユい　
甲茎合9P;季 犠李食?2旨

)〔孟麗 も㍊;誇 き看襲竃孟、.
寧ストー リ"tセ リ7は ●分墨 で7レ ンジして も良 い,

嘉

:=
組 班

く鋼隠昌 分 擦 〉

上0パート
合嚢o工 喪

下のパート

打職●
()

そo邑()

本 日o臓 ■内暫 ・翼冒の雛子 ・佳上が り

16

周

日 愛⊆」【5

10

月

日
兄王,り

翫1§:"1::鼠欄 羅豪1　 灘

「エ ー デ ル ワ イ ス 」
～ミュージカル 「サウンド・オブ▼ミュージ7ク 」より一

いたずらff8で ひねくれ書のトラ7プ9の;r・mnPt、 瞳庭敏師のマリア先生のおかげで

饅しい子償連に大変身1そ んな中、六隆(お 父さん)が 新しいお億さんを迎える時に、

連が敬迎の歌を歌い.お 母さんはそのきれいな心のこもーた歌に大瞳童1そ ね塞では厳し

さ一辺鱒だワた大佐も子供遣の歌を■き、少しfつ 背の畳しさが腰ってきた.

すvか り和やかになったトラップ駅では、子儀遅が歌ったり、人彫鋼をして棄しんだ.

そこで、次は大佐にもHか 歌ってもらいたくなr}た……….

マリア=さ あ、次はだれに歌ってもらい雲し乙うか.

子供1;ね え、先生。
.子供逗みんな、先生を囲み杣展 一

子供2;ス テキ[

子侯3:そ 机がいいわ
一F供 遡の話を岡いたマ1)アは 一 一

マリア:本 当?ぜ ったい?1
一 子供達、みんなうなずく
一 マリァは大佐のもとへ 干候趣もマリアの験に縫く・

マリア;全 員の希盟です.

あなたです。 マリア 人佐にギターをさしだす

大佐=あ 一、そり←困る・

マリァ=ど うぞ。 ・ 再度、ギターそさしだす 一

大佐の逃げる橡子を見て、みんな笑う一

大佐=と ても声が出ないよ・

マリァ:み んなから胴いてい敦す。お上手だって……。

スは ニいやじ だめだ　 のゆもまったくゆっていないからり

報 激 警蕊濃1、るよ.

季:::孟醍
子侯:お 父様、お願い置

干供達 真剣に親みこむ

人佐 しぶしぶわかったという麟をする一

■年 組 幡 氏 名
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【指導事例IV】 題材名 「日本 の音 に親 しむ」 第1学 年

銀て秘 グル ープで棺談 しな解 ら、 爾本 を紹介 す るPマ ー シ秦ルをつ くる。 その

購1趨熱 務発 たちの身近 に葱え る 「霞庫 ら しい音」 を取 り入 れるe

1題 材 設 定 の理 由 と研 究 と の関 連

ア ンケ ー ト調 査 か ら も読 み取 れ る よ うに生 徒 の 関 心 の 薄 い 日本 の音 楽 を、 身 近 に感 じ られ

るよ うに した い。 そ の た め、 小 学 校 第4学 年 で も学 習 して い る 「さ くら さ くら」 を、 合 唱 や

リコー ダー合 奏 、 箏 で演 奏 し、 日本 の音 楽 に親 しめ る よ う に した。

そ して 、学 習 を発 展 さ せ るた め に、 日常 ふ れ る機 会 の多 い コ マ ー シャル を 自分 た ち で っ く

る こ とで 、 さ らに 日本 的 な音 を身 近 な もの に して い きた い。 ま た、 グ ル ー プ活 動 を 通 して 、

互 い に助 け合 い認 め合 う気 持 ち を は ぐ くむ こ とが で きる よ う、 こ の題 材 を 設 定 した。

2仮 説検証の視 点

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 自 己 表 現 領 域 の 関 連 読 譜 指 導

グル ープ活 動の中で 日本の音や音楽の 合唱や合奏などと 合唱や リコーダー演
指
の助 け合 いや、作品を イ メー ジを 自分 な り 鑑賞や創作の活動を 奏のための階名唱がで

導
鑑賞す ることで、互 い に考え、 グループで 組 み合 わせ、 日本 の きる。

目
の良さを認め合う気持 表現 す る。 音楽への理解を深め 日本の音階を理解す

標
ちを育て る。 る 。 る 。

助け合い、鑑賞 し合 自分たちの考える 合唱や合奏などと、 合唱 や リコーダー演
評

価 うことがで きたか。 日本の音や音楽のイ 鑑賞や創作の活動を 奏のための階名唱がで

の 互いの良さを認め合 メージを表現 す るこ 組 み合 わせ、 日本 の きた か。

観
うことがで きたか。 とがで きたか。 音楽への理解を深め 日本の音階を理解で

点
ることがで きたか。 きた か。

指
簡単 なゲームなどで イメージを豊 かに 多様な表現ができ 階名唱を繰 り返 し行

導 リ レー シ ョ ンを行 い、 す るた あ に、 コマ ー るよ うに、箏 など も うことで、演奏 を容易

上 協力 し合える雰囲気を シャルな どの ビデオ 含めた日本の音を実 にす る。

の つ く る 。 を利 用す る。 感で きるよ うにする。 「さ く ら さ く ら」 の

工
旋律から陰音階の音を

夫

」 さが す。
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3学 習計画

学 習 活 動

・ 「さくらさ くら」 を リコーダーで二部合奏

す る。

・使われている音を取 り出 し、陰音階を リコー
①時

ダーで吹 いて、感 じをっかむ。

・混声二部合唱 をす る。

・箏 を演奏す る。

②時 ・次時 に行 うコマー シャルづ くりにつ いて知

らせてお く。

④

時

③

《コマー シャルをっ くろ う》

一 日本の街へ い らっ しゃい 一

・グループで相談 して、 日本 の街 を選 ぶ。

・テ ーマに合 わせて内容 を相談 す る。

・台本をっ くる。

「日本的 な音」 の演奏 を入れて構成 す る。

・グループで創作や練習 を行 う。

⑤時 ・グループごとに発表す る。

本時 ・よいと ころを互 いに認 め合 う。

指 導 上 の 留 意 点

・抑揚をっ けて、 フ レー ズが まとま るように

す る。

・五線上 に陰音階を示 し、わかりやす くする。

・日本的な響 きに気付 くことがで きるように

す る。

・基本的な奏法の説明を行い、簡単に演奏で

きる曲を用意する。

・コマー シャルな どの ビデオを視聴す る。

・コマー シャルの事例 を示 す。

◇外 国の人 が訪 れた くな るよ うにつ くる。

◇ 日本 的な音 を使 う。

・台本用 の プ リン トを用意 す る。

せ りふや動作、 ナ レーシ ョン、音楽 な どの

計 画を書 き込む ことがで きるようにす る。

・発表す るための舞台を準備す る。

4予 想 され る生 徒 の活 動 と反 応

(1)箏 や三 味線 、 シ ンセ サ イ ザ ー な ど で 日本 ら しい音 を表 現 す る こ とに よ り、 日本 の音 や 音

楽 に興 味 ・関心 を示 す 。

(2)日 本 の音 階 を使 って 日本 ら しい音 を表 現 す る こ とに よ り、 日本 の音 階 を理 解 す る。

㈲ せ りふ や動 作 で 日本 ら し さを表 現 す る こ とに よ り、 日本 に対 す る理 解 を深 め る。

(4)コ マ ー シ ャル ソ ングを つ くる こ とに よ り、 日本 の音 に興 味 ・関心 を示 す。
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N研 究の成果と今後の課題

1研 究 の成 果

研 究 を進 め るに当 た って ア ンケ ー ト調 査 を行 い 、 生徒 の実 態 を把 握 して考 察 を行 った。

そ こで、 「自 ら学 ぶ意 欲 を高 め、 共 に楽 しむ音 楽 活 動 」 の指 導 の方 法 と して 、 次 の4っ の

視 点 か ら検 証 授 業 を行 った。

(1)音 楽 活 動 を通 して、 互 い に認 め合 い助 け合 う気 持 ち を育 て る。(コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン)

② 生徒 が 自分 か ら工 夫 し、 自由 に表 現 しよ う とす る意 欲 と活 動 を支 援 す る。(自 己表 現)

(3)領 域相 互 の 関連 性 を大 切 に しなが ら、 生 徒 それ ぞ れ の良 さを 生 か す 。(領 域 の 関連)

(4)リ ズ ム学 習 を 中心 に 、無 理 な く行 え る読 譜 指 導 の工 夫 をす る。(基 礎 ・基 本)

各 実 践 か ら得 られ た研 究 の 成 果 は、 次 の通 りで あ る。

① グ ル ー プで の人 間 関 係 づ くりを 深 め る こ とに よ って、 生 徒 の音 楽 へ の興 味 ・関 心 が よ

り高 ま って き た。

② 製 作 途 中や 活 動 過 程 で 、 多 くの コ ミュ ニ ケー シ ョ ンが存 在 し、 人 間関 係 が深 ま り、 互

い に協 力 してつ く りあ げ る態 度 が 育 って きた。

③ 自分 の っ く った曲 を演 奏 す る こ と は、 表 現 へ の 意 欲 が高 ま り、 楽 しん で い る様 子 が見

られ た。

④ 自分 た ち が考 え た言 葉 の組 み合 わ せ を音 符 や 休 符 で 表 し、 音 程 付 けを す る場 面 で パ ソ

コ ンを活 用 した こ とは、 創 作 活 動 を容 易 にす る こ とが で きた 。

⑤ 歌 唱、 器楽 、 鑑 賞 、 創 作 の各 領 域 を関 連 させ た取 り組 み の 中 か ら、 生 徒 は、 普段 不 足

しが ち な 助 け合 い や協 力 、 豊 か な感 動 体 験 等 、 多 くの ことを 学 び取 って い た。

⑥ リズ ム カ ー ドを活 用 した リズ ム読 譜 は、 楽 しみ なが ら体 得 す る ことが で き た。

2今 後 の課 題

本 研 究 を 通 して 、 多 くの 成 果 を得 る こ とが で きた が、 研 究 が 深 ま る にっ れ 、 課 題 も見 え て

き た。 次 の よ う な課 題 を 今 後 も研 究 して い く必 要 が あ る と考 え て い る。

(1)自 主 的 ・意 欲 的 な 取 り組 み に は、 じっ く り取 り組 め る時 間 が必 要 で あ るが 、 限 られ た時

間 の 中で 学 習 活 動 を どの よ う に工 夫 し、生 徒 の 自主 性 を育 成 して い くか とい う こ と。

②!単 位 時 間 の中 で 、 達 成 で き る題 材 や学 習計 画 を工 夫 す る こ と。

(3)音 楽 科 と他 教 科 と の関 連 を図 っ た、 横 断 的 ・総 合 的 な学 習 を工 夫 す る こ と。

(4)読 譜 力 の向 上 は、3年 間 を通 して 、 継 続 的 に行 う こ と。

⑤ 本 研 究 で は、 リズ ム読 譜 に重 点 を 置 い たが 、 さ らに 旋 律 の視 唱 や視 奏 の研 究 を行 って い

く こ と。

(6)音 楽 の学 習 は、 技 能 の向 上 や 表 現 の 工 夫 に と ど ま らず 、 人 間 関 係 を 深 め、 高 め 合 う こ と

に よ り、 音 楽 を通 して豊 か な人 間 性 を養 う こ と。
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